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人生の最終段階における意思確認書のご案内 

―よりよい終末期医療に向けてー 

 

 

当院では、現時点の病状や状況と今後に関し、インフォームドコンセントやカンファレンス等にて話し

合いながら、医師や看護師をはじめ全てのスタッフが、ご本人・家族の意向に寄り添いながら医療・ケ

アを進めていくことを目指しています。 

近年、厚生労働省をはじめ、様々な医学会、看護協会などにおいて、人生の最終段階の過ごし方

をご自身や近しい人たちとともに考えることが推進されており、当院としても終末期に対するご本人・家

族の治療に関する考えや要望を、医療上許容可能な範囲で十分に尊重することが求められているの

だと認識しています。 

その一環として、当院では、「意思確認」に取り組んでおります。「意思確認」は、原則ご本人の意思

を共有していただきます。ただし、「本人の意思を確認できない場合は、本人の意思を考慮しつつ、家

族の意思を尊重すること（厚生労働省；人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関する

ガイドライン. 平成30年改訂版）」とされており、当院でも、ご本人の意思確認が難しい場合は、ご本人

の意思や希望を推定した上で、ご家族や身近な方の意思をお聞かせいただき、よりよい終末期を過ご

せるよう多職種で支援いたします。そこで、意思共有の手段として、当院での「終末期医療に関する指

針」をもとに、ご本人・家族に意向をお聞きし、必要に応じて「意思確認書」を記入していただく場合が

ございます。なお、「意思確認書」への記入は任意であり、記入しないことでの不利益・医療上の不平

等は生じません。方向性の選択が難しい場合は、ご本人にとって適切な方向になるよう、医師やスタッ

フが支援いたします。 

また、意向を決められたとしてもその後に考えが変わる場合もあると思います。その際は、意思の再

確認と 病状説明などの話し合いの機会を設けさせていただいた上で、事前意思の変更か継続なのか

を繰り返し検討いただけるようになっておりますので、いつでもご相談ください。 

このご案内に関しましてご不明な点やご質問がございましたら、ご遠慮なくお尋ねください。 
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